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 １ メッセージ 

 

 

 

科学技術の発展に伴う産業活動の急速な拡大が自然や生態系に大きな影響を及

ぼし、地球環境の汚染や破壊が深刻になっています。また、近年、世界各地で地球

温暖化をはじめとする気候変動による異常気象が頻発しています。地球環境問題は

人類存続のたに解決すべき極めて重大で深刻な課題の一つです。 

 

3 月の東京電力㈱福島第一原子力発電所の重大な事故は、原子力発電に依存する

我が国のエネルギー政策と社会環境を見直す契機となりました。関西においても今

夏、消費電力量のピークを減らすために住民と産業界が一丸となって節電に取り組

むことになります。 

 

本センターにおいても、全職員が節電を可能な限り行っていくことが、二酸化炭

素排出量を削減する第一歩であることを再確認し、各人が積極的に取り組む努力を

しているところです。 

 

この環境報告書を通して、環境に対する本センターの取り組みについてご理解い

ただければ幸いです。 

 

 

理事長 橋本 信夫 
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 ２ 環境報告書の対象 

 

 

■ 事業概要 

組 織 名：独立行政法人 国立循環器病研究センター 

設 立：1977 年 

事業内容：循環器病に関する診断・治療、調査・研究および専門医療従事者の研

修・育成 

職 員 数：1,010 名（常勤職員のみ） 

所 在 地：大阪府吹田市藤白台５丁目７番１号 

 

■ 組織図 

 

 

 

心臓病と脳卒中の両者を対象とした世界でも稀有な最先端の大規模医療・研究

施設です。病院は特定機能病院（一般の病院などから紹介された高度先端医療

行為を必要とする患者に対応する病院として厚生労働大臣から承認）です。 

病床数：618 床 

＜主な診療分野＞ 

心臓病、補助人工心臓と心臓移植、脳卒中、生活習慣病、小児循環器疾患、周

産期・婦人科、予防健診 など 

 

病院 

研究基盤開発センター 

研究所 病院 
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世界最先端の人材と機器を駆使し、循環器病の解明と診断・治療・予防法の開

発に向け、病院と連携しながら世界でも類をみない研究を行っています。 

＜主な研究分野＞ 

ペプチド・タンパク質医科学 

ゲノム医科学 

再生医科学、人工臓器開発 

ナノメディスン 

生理機能と画像解析 など 

 

 

研究基盤開発センター 

病院と研究所が連携して取り組むことが求められている複合領域における研究

推進によって循環器疾患の研究開発基盤の構築をめざします。 

＜主な研究推進分野＞ 

臨床研究や治験と疫学調査の推進 

知的資産活用 

情報基盤整備と研究企画策定 

上記を支えるトランスレーショナル研究基盤整備 など 

 

■ 対象組織 

全ての組織を対象とします。 

 

■ 期間 

平成 22 年度 

 

 

研究基盤開発センター 

研究所 
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 ３ 基本理念と方針 

 

 

■ 基本理念 

本センターにおける診療活動、研究、教育などあらゆる活動において、地球環境

への負荷軽減と社会の持続的発展に貢献します。 

 

 

■ 環境方針 

１． 本センターの活動から発生する環境に対するすべての負荷を低減して、環境

保全に努めます。 

２． 環境に関連する法令・規則を遵守するとともに、環境方針を達成すべく、目

標、実施計画を策定し、全職員が協力して実現を目指します。 

３． 環境教育の充実や実践を通して、環境改善に配慮できる人材を育成します。 

４． 省資源、省エネルギー、廃棄物の減量化、グリーン購入の推進及び化学物質

の適正な管理を行い、汚染予防や環境改善を継続的に行います。 
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 ４ 行動計画 

 

本センターにおいては、下表の目標を掲げ、基本理念と基本方針の実行に取り組

みます。 

なお、次年度の環境報告書からこれらの取り組みの結果を示します。 

 

領域 具体的な取組 

エネルギー消

費量の抑制 

 

電力使用量の

削減 

職員の執務空間の節電の励行 

職員への周知による冷暖房の適温設定 

上水使用量の

削減 

職員への周知による節水の励行 

節水コマ、自動水洗への改修 

廃棄物の管理

とリサイクル 

法律の遵守 化学物質の適正管理 

医療廃棄物の法令遵守 

実験等廃液の基準遵守 

グリーン購入

の推進 

調達物品の環境配慮 

リサイクルの

推進 

廃棄物のリサイクル推進 

環境コミュニ

ケーション 

 各種媒体を通じた環境情報の発信・環境啓発 
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 ５ 事業活動に係る環境配慮の取組の体制等 

 

センターでは、2012 年度より理事長を委員長とする環境委員会を設置し、化学

物質の安全管理、グリーン調達、省エネルギーの３つの課題別部会を設けて取組を

推進します。 

 

 

 

 

理事会 環境委員会 化学物質安全管理部会

事務局 

（総務部内） 

クリーン調達部会 

省エネルギー部会 
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６ 物質フロー  

 

平成 21 年度に、本センターで消費されたエネルギー量（電力、都市ガス、重油、

上下水道）、原材料消費量、廃棄物排出量、及び環境負荷について示します。 

 

（１） 総エネルギー消費量 

本センターの総エネルギー消費量を電力、都市ガス、A 重油使用量より算出した

結果を下記に示します。 

 

単位：［GJ］

電力
273,839
69.46%

ガス
120,358
30.53%

灯油
38

0.01%

 

 

 

 

 年間消費量 総エネルギー消費量 
電力 27,466［MWh／年］ 273,839［GJ／年］ 
ガス 3,034［km3／年］ 136,527［GJ／年］ 

灯油 1.0［kℓ／年］ 38［GJ／年］ 

合計  410,404［GJ／年］ 

 
［載単位系ついて］ 
GJ（ｷﾞｶﾞ･ｼﾞｭｰﾙ）：発熱量を表す単位 1cal（ｶﾛﾘｰ）＝4.2 [J]（ｼﾞｭｰﾙ） G（ｷﾞｶﾞ）＝109  

 図 総エネルギー消費量 （平成 22 年度） 

 表 エネルギー別消費量 
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 電力 ［kWh］  ガス［m3］  灯油［ℓ］  
4月 2,013,553 171,043 100
5月 2,064,644 174,701 100
6月 2,488,762 253,843 167
7月 2,758,885 385,868 100
8月 2,940,518 449,426 100
9月 2,569,926 365,541 100
10月 2,265,858 203,493 70
11月 1,965,527 163,147 196
12月 2,107,905 183,206 0
1月 2,187,393 262,522 0
2月 1,957,609 203,939 0
3月 2,145,755 217,202 106
合計 27,466,335 3,033,931 1,039

前年度使用量 26,176,898 3,008,394 1,605

前年度比 104.9% 100.8% 64.7%
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 表 エネルギー量（平成 22 年度） 
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７ 現状と取組み 

（１） エネルギー消費量の抑制 

■ 現状 

2010 年度に、本センターで消費されたエネルギー量（電力、都市ガス、A 重油及

び環境負荷について示します。 

 

 

 電力 ［kWh］  ガス［m3］  灯油［ℓ］  
4月 2,013,553 171,043 100
5月 2,064,644 174,701 100
6月 2,488,762 253,843 167
7月 2,758,885 385,868 100
8月 2,940,518 449,426 100
9月 2,569,926 365,541 100
10月 2,265,858 203,493 70
11月 1,965,527 163,147 196
12月 2,107,905 183,206 0
1月 2,187,393 262,522 0
2月 1,957,609 203,939 0
3月 2,145,755 217,202 106
合計 27,466,335 3,033,931 1,039

前年度使用量 26,176,898 3,008,394 1,605

前年度比 104.9% 100.8% 64.7%
 

■ 取り組み 

今後は、職員の執務空間の節電の励行、職員への周知による冷暖房の適温設定、

省エネルギー建物改修により、一層の温室効果ガスの削減を図ります。 

 

 

 表 エネルギー量 
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 （２） 水資源 

■ 現状 

2010 年度に、本センターで消費された上下水道使用量について示します。 

 

 

 上水道 ［km３］  下水道［km３］  
4月 21,990 1,755 
5月 22,744 2,109 
6月 25,119 6,889 
7月 28,942 10,013 
8月 32,577 12,540 
9月 28,610 9,293 
10月 24,179 4,983 
11月 20,225 1,844 
12月 21,172 1,957 
1月 22,127 2,418 
2月 20,424 1,987 
3月 24,046 2,151 
合計 292,155 57,939 

前年度使用量 296,557 53,164 

前年度比 98.5% 109.0% 
 

 

■ 【取り組み】 

職員の節水の励行、適切な排水処理を引き続き励行します。 

 

 

 表 水道使用量 
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（３） 廃棄物 

破棄物は、感染性廃棄物を、一般廃棄物と明確に区分しています。 

感染性廃棄物は、病院や研究所で使用された血液等が付着した布類や使用済みの

注射針などで、感染性の恐れがある廃棄物です。 

 

 

 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 
一般廃棄物（kg） 132,240 146,700 146,380 158,770 

感染性廃棄物（kg） 577,710 570,588 538,090 484,680 
 

 

■ 廃棄物の適正な処理の取り組み 

（医療廃棄物について） 

規程を制定し、管理体制を整備するとともに、これら感染性廃棄物の搬出・処

理の過程において感染事故が発生しないよう努めています。 

また、基本的には感染性廃棄物は発生時点で他の廃棄物と分別して排出し、絶

対に混入してはならないことになっています。従って、医療廃棄物を排出する際

には必ずセンターが指定する専用の段ボール箱又はポリ容器を使用し、その管理

には万全を期しています。 

各部署から専用の段ボール箱及びポリ容器で搬出され、清掃請負業者によって

専用の集積場所に搬入されます。そして、ここに集められた医療廃棄物は、産業

廃棄物委託業者が週に 3 回程度の割合で収集運搬・処理をします。その際には、

排出量を記載した産業廃棄物管理票（マニュフェスト）を交付し、これにより排

出から最終処分までの処理が適正に行われていることを確認します。 

 

（一般廃棄物について） 

一般廃棄物については日常生活で発生する一般ごみ、缶、ペットボトルに分類

されます。これらの分類は、吹田市の分別方法に従って分別しております。 

 

（４） グリーン購入・調達の状況 

グリーン購入・調達については、にグリーン購入法（国等による環境物品等の

調達の推進等に関する法律）に基づき、環境負荷低減に視する製品・サービスな

どの調達を進めるとともに、調達の実績の概要をとりまとめ、公表するとともに、

同条第２項に基づき環境大臣に通知しました。物品等の調達に当たっては、品目

に応じて、エコマーク等の既存の情報をを活用することにより、なるべく環境負

荷の少ない物品の調達に努めました。      

2010 年度の調達の状況等は、調達目標を達成しました。業務上必要な条件を満

 表 廃棄物 
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たしかつ基準を満たしているものがない場合がありました。以下は具体的なグリ

ーン購入・調達の実績です。 

 

 

 

分野 総調達量 特定調達物品等 調達率 
紙類（7品目） 48,806kg 48,806kg 100 

文具類（82品目） 465個 465個 100 

ＯＡ機器（10品目） 69台 69台 100 

 

 

（５） その他環境に関する取り組み 

■ 構内の自然環境に対する取組 

本学構内の緑被率は、18.3％です。ここではアカマツやイチョウなど幹周りが

1.5 メートルを超える大木も 30 本を数え、様々な動植物が生息、生育しています。

これらの貴重な自然を保全するために、計画的な緑の維持・管理に努めています。 

また、構内は全面禁煙であるほか、敷地周辺においても、近隣住民の方と協力

して清掃活動に取り組むと共に、ゴミのポイ捨て防止の指導や放置自転車の撤去

などの取組を行っています。 

 

 


